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＜研究の概要＞ 
 積雪寒冷地を対象とした寒冷地地盤災害対策に資するため、現地ボーリング調査や実物大フィールド試

験、室内模型実験、室内要素試験等により、積雪寒冷地にある破砕性帯水斜面の安定解析手法を実務レベ

ルで確立し、災害発生ハザードマップの作成や地盤災害危険度の提案などを通して、破砕性帯水斜面の崩

壊予知・災害危険度評価システムを確立する。 
 
＜研究継続の妥当性評価＞ 
研究の見通し、研究の進捗状況、ともに概ね良好であるが、確実に研究成果を得るために、指摘事項に

留意しながら、現行のとおり研究を推進することが妥当である。 

 


